
知力・体力・人間力を育む
「世界一の子育て・教育のまち延岡」

～中学生・高校生の論理コミュニケーション力育成
を目的とした同時双方向遠隔授業の取り組み～
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2021年3月、延岡市と慶應義塾大学SFC研究所、地
域創生における研究開発に関する連携協定を締結

1. 同時双方向遠隔授業推進に関すること

2. 論理コミュニケーション教育推進に関すること

3. 市内中学において論理コミュニケーション教育を担当する市民先生
育成事業に関すること

4. 地元企業ならびにアジア地域と連携した、小中学生向け起業家教育
の開発と実践に関すること

5. 延岡市コミュニティスクール事業に対する支援に関すること

6. 920Mhz帯を活用した、地域主導による高速オープン無線インフラ
構想(アンワイヤードインターネット構想)の研究開発・共同研究に
関すること

7. PGD(Personal Generated Data)アーキテクチャに基づく、先進的
サービス研究に関すること

8. 教育・子育て等の分野における先進的サービスの開発、構築に関す
ること

9. 公共施設の社会インパクトの拡大とその評価に関すること

10.その他、本協定の目的を達成するために必要な事項に関すること
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延岡こども未来創造
機構を構想する都市

“延岡”

先端ネットワーク
研究を先導
“慶應大学”



変わる子供達の環境
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プログラミング
を身につける
(小学校~)

英語で討論す
る力をみにつ
ける(中３)

論理的に物事を
伝える力をみに
つける(中学校)

従来学校で学んできた、国語、数学、理科、社会、英語、美術、家庭科など

＋

新しい学び

• 子ども達の学びの多様化。学校の先生だけでは大変。

• 教育に関する大都市と地方との格差の拡大が危惧



社会に受け入れられる形式で自分の論を発信する

「文章の設計図」には、

５つのステップと９つのルールがあり、
授業ではこのルールを習得します。

それにより「根拠・事例から意見を選ぶ」ことを
身につけていきます

Step1
意見

Step2
根拠

Step3
事例

Step4
構成

Step５
文章

誰もが世界共通のルールで自らの論を論述できる
「論理コミュ二ケーション」

4

高校生
こども未来
推進機構主
催の同時双
方向遠隔講

義

中学生
教育委員会
主催の市内
中学校での
同時双方向
遠隔授業



論理コミュニケーションの育成と計測
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©慶應義塾大学SFC研究所 2021

般財団法人SFCフォーラム

2003年～

2018年4月～

研究成果①
指導技術

SFC研究所が提供

研究成果②
計測技術

SFCフォーラムが提供

慶應義塾大学SFC研究所
にて基礎研究開始

• 文部科学省や慶應大学のWEBサイト
等で教本電子ファイルを公開(無償)

• 文部科学省「子どもの学び応援サイト」
の主旨に賛同し、論理コミュニケーショ
ンの学習動画を無償で公開

• 慶應義塾大学出版会における書籍出
版

• 一般財団法人 SFCフォーラムは、慶
應義塾大学SFCの理念に基づき、
SFC開設と同年の1990年に設立。そ
の活動内容はSFCの教育研究の社会
還元を目的とした産学連携。

• SFCフォーラム研究員として論理コミュ

ニケーションの指導・計測技術の開発
に関わる全ての人が、学校の教壇に
立つ先生
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本年度に延
岡市内中学
生が自らの
論を論理的
に主張する
テーマ：人
口減少

問題：あなたの暮らす延岡市で、
延岡市からの転出（延岡市内か
ら市外へ引っ越していくこと）
を減らすには何をするべきで
しょうか？中学生・高校生の
皆さんが経験・観察しているこ
とをもとに600字以内で論じて
ください。

• あなたの暮らす延岡市では、人
口減少が大きな課題になってお
り、2017年～2022年の5年間で、
7114人、人口が減っています
（表）。人口の変化には、出生
数（生まれた人数）と死亡数の
差を示す「自然増減」と、転
入・転出（引っ越し）による
「社会増減」がありますが、延
岡市ではどちらもマイナスに
なっている状況です（図）。

総合的な学習の時間が目指す、自らの周りの状況を数値で観察
し、その観察の結果をもとに自らの論をまとめる学習
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延岡市における同時双方向遠隔講義の実施

引用:https://www.the-miyanichi.co.jp/chiiki/_53143.html

2022年4月から、市内全ての希望する中学校での新しい学び「論理コミュニケーション」の実施、
7月から子ども未来機構主催での市民向け講座の実施

• 先生からすれば、「同時双方向」は
“授業”の必須要件。遠隔でも対面で
も同時双方向な授業では、先生と学
生は、同じ時間に教え、学ぶ

スマホ“講義”は費用が掛からない
デジタルは複製コストは無料に近い。つまり
、コピペのコストがゼロに近い
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論述力を14項目に分解した
学習目標の設定

学生の持つ論述力を14項目に分解して
定量的に強みと弱みを計測

重点改善項目 対応案

項目４（事例）
事例の数がある
か
＝「だれが/なに
が」「どうした」
が揃った文の数
※根拠・事例は、双方の意見に
対して３つ以上書くことをめざ
しましょう。論理コミュニケー
ションの過去のデータ分析によ
り、まずは数を出すことが論理
的な文章を書くうえで大事だと
いうことがわかっています（テ
キストp.44参照）。

【テキストp.39,40,43,44,69-74】
・事例とは「根拠を相手により伝
わりやすくするための具体的な説
明」です。出した根拠に詳しい説
明を付けるように意識して書く練
習をしましょう。
・第5回以降の授業で扱う「経
験・観察」を用いて書く方法が有
効です。その際、「いつ・どこ
で・だれが/なにが・どうした」の
情報を欠かさず書くことで根拠を
具体的に説明することができます。

項目７（構成）
根拠・事例を基
に意見を１つ選
択し、構成欄に
書き写せている
か（ルールの遵
守）

【テキストp.46,47,48】
・２つの意見に対して根拠・事例
を十分に検討したら、最終的に主
張する意見は必ず“１つ”に絞りま
しょう。意見が複数あるとそれぞ
れの意見に対する根拠や事例が少
なくなってしまい、結局どの意見
も説得力が低下します。

重点学習課題（目標値未達成の項目〉
・４（事例）、・７（構成）

©一財）SFCフォーラム2022



©一財）SFCフォーラム2022

論述力を１４評価項目に分解し、その評
価に基づき、よかった点、改善すべき点

を個別にコメント

 2021年度「論理コミュ
ニケーション」学習効
果測定～一般財団
法人SFCフォーラム
論述力検定～

論述力を１４項目
に細分化して計
測する技術

 50分で設計図と
原稿用紙を書く記
述式試験。事前
事後で２回実施

SFCフォーラムが実現した論術力の14項目での定量評価。SFCフォーラム所属の先生が自らに学校の教壇に
立ち授業をする経験が加わり、効率的な学習目標の設定が可能に
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推
奨
さ
れ
る
進
め
方

教本で学ぶ 学習効果を測定する できなった部分を中心と
した強化学習を行う

SFCフォーラムは、「論述力
検定」を実施する学校向け
に、先生の授業を支援する
「板書用授業スライド」と
「授業支援ビデオ」を貸与
しています。
また、平成27年に文科省
が解禁した遠隔授業の実
施が可能な教員を紹介し
ています

50分の授業の中で「論述
力検定」を実施します。学
校の先生が検定監督者と
して実施する形態となりま
す

「論述力検定」の返却物と
して、個別成績表である
フィードバックシート（FBS）
を配布します。また出来な
かった部分をさらに学習す
るための『論述力検定ワー
クブック（１）』を検定受検
者（3回分）全員に無償配
布します

教本で「文章の設
計図」を学ぶ

SFCフォーラム
「論述力検定」を

受検

論述力検定フィー
ドバックシートをも
とに改善する

授業を受けて終了するのではなく、２回の検定を通じて学習の到達度を確認して
いくカリキュラムを推奨。効果的に学習が進みます
論理コミュニケーションの標準15コマのプログラムは、テキストを使って学んだあとにテストを受けるというセットを３回行う進
め方となっています。この「授業」と「検定」を交互に繰り返すカリキュラムにより、生徒は「できるようになったところ」「次に改
善しなければいけないところ」を逐次確認しながら学習でき、力の向上を実感できます。

論理コミュニケ―ション教育：教育×計測
設計図の正確な習得で「あらゆる社会課題に対して社会に受け入れられる方法で自分の意見を述べること
が出来る」

■論理コミュニケーション　公式カリキュラム中学生向け　（導入10 回版）

回数 概要 使用テキスト 演習ページ(A 3 サイズ) 詳細

第１回
序章

今から学ぶ内容とは何か

『論理コミュニケーション
トータルロジックス特別版

（上巻）』※

p７－８
(p１５－１６

※メモ程度なので7‐8の裏でもO K )

・論理的に伝わらないことを体験する（p１５－１６）
・論理コミュニケーションとは何か
・論理的な文章とは何か
・文章の設計図とは何か
・力試し演習（p７－８）

第２回 文章の設計図を覚える１
『論理コミュニケーション
トータルロジックス特別版

（上巻）』※
p 5 1-5 2

・文章の設計図の説明前編（Ste p 3 事例まで）「学校に言いたい事」
※一人一冊分のテキストがない場合は、【p3 3 -3 4 】も印刷して、以後、持
参するようにお願いします

第３回 文章の設計図を覚える２
『論理コミュニケーション
トータルロジックス特別版

（上巻）』※
p 5 1-5 2 ・文章の設計図の説明後編（Ste p 5 文章化まで）「学校に言いたい事」

第４回
SF C フォーラム主催
論述力検定（1回目）

＜学習効果測定として＞
・５０分で行う記述式試験
・社会的な課題に関する設問

第５回 事例に経験・観察
『論理コミュニケーション
トータルロジックス特別版

（上巻）』※
p 7 1-7 2

・これまでの受検実績からより多くの生徒がつまづきやすい「ルール４で
事例の数を増やすことが出来ない」というつまづきに対応した演習を行
う。
・経験観察とは何かの説明と演習１

第６回 事例に経験・観察
『論理コミュニケーション
トータルロジックス特別版

（上巻）』※
p 7 5 -7 6

・設計図演習「スマホはいつから所有すべきか」（Ste p 2 根拠まで）
事例に、経験・観察を書く練習

第７回 事例に経験・観察
『論理コミュニケーション
トータルロジックス特別版

（上巻）』※
p 7 5 -7 6

・設計図演習「スマホはいつから所有すべきか」（Ste p３事例まで）
事例に、経験・観察を書く練習

第８回 事例に経験・観察
『論理コミュニケーション
トータルロジックス特別版

（上巻）』※
p 7 5 -7 6

・設計図演習「スマホはいつから所有すべきか」（Ste p４・５文章化）
・読み合い、発表

第9回
論述力検定（1回目）

返却・解説

・解答用紙
・解説プリント
・フィードバックシート
・フィードバックシート説明書

・第4回で受検した論述力検定の返却・解説

第10回
S F C フォーラム主催
論述力検定（2回目）

＜学習効果測定として＞
・５０分で行う記述式試験
・社会的な課題に関する設問

学習目標
論理的な記述の基礎を身につけ、4 0 0 字の文章が書くことができる状態

添

削

に

一

か

月

以

上

必

要

中学生版シラバスの学習目標

「論理的な記述の基礎を身につけ、400字の文章が書くことができる状
態」

第1回目から3回目までに設計図のルールを習得し、第5回目以降は事例に
経験・観察を正確に書く練習を繰り返す
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延岡こども未来創造機構(R3設立)を核とした新しい教育の担い手の育成

• 教育委員会との連携により「知力・体力・人間力を育む“延岡市だからこそ出来る”世界一の教育」を目指す
• 質の高い教育を担保できない地方都市は、家庭に単身赴任を強要する形になり高度人材確保が困難。また、高度製造業を支えるデータサイエンティ

スト人材の確保は本市の重要課題。そこで、①製造業等を支えるデータサイエンティスト教育、②多様な意見を尊重できる論理的なコミュニケーション
力、③討議で使える英語力育成、を柱とした新しい教育を実現

• それにより、都会との教育格差をゼロにするのみならず、都会より質の高い教育を実施

学習にイノベーションを
実現する民間専門家

延岡こども未来創造機構が全国の大学等と連携して育成、
市教委が特別教員免許発行

国内外の大学や高校にいる
先生や大学院研究者

世界を勝ち抜く経験を持
つトップアスリート

学校・保育園・幼稚園・放課後児童クラブ

多様な学びを支える
延岡の「理系市民」

世界一の工業技術
を支える専門家

小中学校の算数・
数学、理科の授
業に入り、学習支
援を行い、学校教
育環境を充実

世界の生産を支え
てきた歴史、世界
のイノベーションをけ
ん引する技術

大学の研究
成果に裏打
ちされた新し
い教育を担
う

世界で勝ち
抜くため、
困難に打ち
克つキャリ
アのお手本

出来ないを出来るに変え
る革新的な学習技術

子供たちを教えてくれる
“先生”を世界中から招聘

課題解決に必要な規制改革

1. 市教委による特別教員免許で「新しい学び」を実現できる
“先生”を確保、また、教員資格を与え一定の責任を持た
せることで学校教員とのチーム化を促進

2. 同時双方向遠隔授業制度による、市外在住“先生”の授
業の実現

3. 学校設定教科の柔軟な導入による、英語×論理コミュニ
ケーションなど既存の教科と新しい学びを連携させた授業の
実現

4. 学習指導要領の弾力的運用による学年や小・中・高の境
を超えた学習の実現 子ども達

データ開示に
関しては本人
及び保護者
の許諾を徹底

新組織は市でつくるが
規制・制度改革が必要不可欠

多様な学びを支えるこども施
設・自然体験・ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ等

知識技能の伝授でない、
探究的な学びの質を高め
るには、専門家よりもコー
チングする人材が個別に
入ることが有効

課題解決に必要なデータ

“延岡市だからこそ出来る” 質の高い教育
設計に必要な子ども達の学習データ

1. 学習・興味関心ごと

2. 記述のデータ

3. テストの結果ではなく、解答し
ようとする経過のデータ


